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今年も高森lrに重場

「交題安全鷹事″プレゼントツリーゴ
十
二
月

一
日
午
前
十
時
半
、
高

森
駅
前
で
南
阿
蘇
安
全
運
転
管
理

者
等
協
議
会
青
年
部

（吉
良
充
展

会
長
）
主
催
の
交
通
安
全
無
事
故

プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
の
点
灯
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
会
の
交
通
安
全
推
進

運
動
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
前
日
ま
で
に
電
飾
を
施

し
た
も
み
じ
の
本
に
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス

（ご
協
力
い
た
だ
い
た
ブ

ル
ー
グ
ラ
ス
の
方
々
や
高
森
警
察

署
の
皆
さ
ん
）
と
共
に
高
森
幼
稚

園
児
と
、
今
年
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ

の
方

々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
ツ
リ
ー
の
点
灯
を
行
い
ま
し

た
。ま
た
、
園
児
に
よ
る
ド
リ
ル
演

奏
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
、
市

街
地
を
パ
レ
ー
ド
し
て
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
つ
な
が

っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。
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児によるドリル演奏
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サンタを先頭に市年顎t,L」

在熊高森会が高森のPRに一役
阿蘇郡農業祭 12/5 熊本市

電

年末の慌ただしさが増してきた12月 5日の日曜日、熊本

市下通りのアーケード街で恒例の「阿蘇郡農業祭」が盛大

に開催されました。

これは熊本市に住む阿蘇12ヶ 町村出身の人たちと、阿蘇

郡町村会が合同で企画実行したもので、各町村ともアイデ

アをこらし、産業や観光面の宣伝活動や特産品の展示即売

をしました。高森町コーナーでも毎年趣向を凝らし頑張つ

ています。切り干し大根の実演、ダイコン、白菜、キヤベ

ツなどの農産物や、漬け物、味噌、醤油、手作リハム、か

りんとう、クッキー、いなかまんじゅうなどの特産品を、

奥阿蘇物産館、特産品加エグループや生産者の皆さんが展

示・即売、たくさんの人垣ができていました。

この催しにお世話をいただいたのは、在熊高森会のみな

さん。高森の良さをPRしようと毎年多くの方々がご協力
いただいています。今後も「ふるさと・たかもり」をどう

ぞよろしくお願いします。
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自白 1箇爾爾
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閣関艘

20世紀最後の年 2000年 、いよいよスター ト。
21世紀への素晴らしい足がかりを築くため、21世紀
への幕開けにスタートダッシュができるために、重要な

一年となります。

険しい根子岳に澄みきつた青い空。みんなで難関を乗り

越え、みんながいい年となるよう、頑張りましよう。

1水と緑と土のにおい、いつばいの住みよい町にします。
2伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3老人を大切にし、子どもの夢を冑て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。  .
5.スポーッIF雫 |み、心身をきたえ健全な町にします。 回
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お知らせのベージ
おり|でに。おくやあ`
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留
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今 1寸  敏幸  妻
本田ヨシ子 夫
谷川  功  母
佐藤 ネlii脚11 妻

L「ス里p動き ‐
(11月 木 |」 現在 )

世帯数 2,612(+2)
男    3,795 (- 1)
」て
‐
   4,085 (- 7)

総  委支  7,880 (- 8)

‐善 竜 の ナ丁
ありがとうございました (敬称略)

E町社会福祉協議会ヘ
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〈一般寄付〉本川瀧生
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高
森
町
奨
学
生
募
集
　
　
法
律
相
談

（無
料
）

心
配
ご
と
相
談

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
保
護
者
が
高
森
町
に
居
住

す
る

「
高
校
生
」
及
び

「
大
学
生
」

を
対
象

に
、
奨
学
資
金
貸
し
付
け

の
募
集
を
行

い
ま
す
。
希
望
者
は
、

二
月
ニ
ト
七
日
ま

で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会

に
お
尋

ね
下
さ
い
。

皿
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
６
７
）

年

金

相

談

本
町
出
身

の
弁
護
十
、
津
留
清

さ
ん

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き

　

一
月
二
十
二
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
昔同
森
町
中
央
公
民
館

今
年
の
無
料
法
律
相
談

（予
定
）

二
月
二
十
五
日
、
五
月
二
十
七
日
、

七
月

二
十
九
日
、
九
月
三
十
日
、

十

一
月

二
十
五
日
あ
ら
た
め

て
、

事
前

に
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き

　

一
月
ニ
ト

一
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
　
一
月
二
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も

「
広
報
た
か
も

り
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い

し
ま
す
。

二
千
年
問
題
も
無
事
ク
リ
ア
し
、

た
ぶ
ん
良

い
正
月
を
お
迎
え

の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
初
夢
は
、

「富
士
山

バ
リ
の
澄
み
切

つ
た
阿
蘇

山
に
鷹

が
楽
し
そ
う
に
飛
び
回

つ

て
い
る
様
子
を
焼
き
な
す
を

つ
ま

み
に

一
杯
。
」
と
欲
張
り
の
夢
を
見

た
こ
と
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

人
の
タ
イ
プ

に
は
大
き
く
分
け

四
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
か
と
思

い

ま
す
。
①
他
人
に
や
さ
し
く
自
分

に
厳
し
い
人

（
理
想

の
タ
イ
プ
）
、

②
他
人
に
厳
し
く
自
分

に
は
や
さ

し
い

⌒甘

い
）
人

（自
分
勝
手
な

人
）
、
③
他
人
に
や
さ
し
く
自
分
に

も
や
さ
し
い

（＝

い
）
人

（単
な

る
ル
ー
ズ
な
人
）
、
④
他
人
に
厳
し

く
自
分
に
も
厳
し
い
人

（厳
格
で

頑
固
者
）
。
①
タ
イ
プ
を
理
想
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
他
人
に
優
し
く

し
て
も
恩
を
仇
で
返
す
人
が
多

い

こ
の
時
代
に
は
、
今
で
は
少
な
く

な

つ
た
④
タ
イ
プ

の
人
が
必
要
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
現
在

一
番

多

い
の
が
②
タ
イ
プ
、　
一
寸
考
え

を
変
え
て
自
分
に
も
厳
し
く
生
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

西
暦
二
千
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ

て
、
町
に
と

つ
て
、
飛
躍
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。
田
浩

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

　

一
月
二
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

※
先
月
号
の
赤
ち
や
ん
た
ん
じ
よ
う
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○

小
倉
尚
紀
ち
や
ん

::|

初
心
に
か
え
り

二
十

一
世
紀
に
向
け
た
行
政
執
行
を
■

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
歴
史
的
イ
ベ
ン
ト

「
く
ま
も
と
木
米
国
体
」
も
大
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
、
高
森
町
の
文
化
伝
統
を
育
ん
だ
大
自
然
を
満
喫
し
て
い

た
だ
い
た
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
も

一
重
に
町
民
各
位
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
深
＝
な
る
敬
意
と
感
謝
を
中
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
新
た
な
る
植
新
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

然
た
る
姿
勢
を
持
っ
て
健
全
な
る
行
政
執
行
を
、
荀
に
日
新
に
、
日
日
に
新
た
に
、

ま
た
日
に
新
た
な
り
を
モ
ツ
ト
ー
と
し
て
意
を
決
‐し
一で
確
固
た
る
行
政
を
推
進
す
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ

つ
と

い
た
し
ま
す
。

村
　
博
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高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
一
一月
八
日

（火
）

午
前
卜
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

１

月

９

日

１
月

２３
日

立

野

病

院

０
●
‐０
１
１
１

寺

崎

医

院

ａ
●
‐０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｏ
②
‐３
３
５
１

渡

辺

内

科

雪
●
‐１
７
７
７

後
藤

医

院

●
０
‐０
０
１
９

立

野

病

院

窒
①
‐０
１
１
１

立

野

病

院

容
０
‐０
１
１
１

藤

本

医

院

空
●
‐０
０
２
０

l

月
10

11

ｎ
∠２

月

Ｈ

日
6

2
月
13

11

栄都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部
テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

今年は辰軍
十

二
支
中
唯

一
の

空
想
の
動
物

十

二
支

の
五
番
日

の
干
支

で
あ
る

辰

（
た

つ
）
は
、
卜

二
支
中

の
た
だ

一
つ
の
空
想
上

の
動
物

で
す
。　
一
般

に
は

「
竜
」

と
書
き
、
「
タ
ツ
」
ま
た

は

「
リ

ュ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

竜

の
伝
説
は
陛
界
各
地

に
分
布
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ

の
姿
は
、
お
お
む
ね

ヘ
ビ
や
ト

カ
ゲ

の
よ
う
な
体

に
、
角
を
も

つ
た

猛
禽
類
か
猛
獣

の
頭
、
そ
れ

に
翼
を

組

み
合
わ
せ
た
形

で
描

か
れ

て
い
ま

す
。
ま
た

、
こ嘔
の
性
格

や
役
割
も
、

悪
役

に
な

っ
た
り
、
神
聖
な
動
物
と

し
て
扱
わ
れ
た
り
と
、
地
域

に
よ

つ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

世
界
各
地
に
伝
わ
る

神
話
の
中
の
竜

英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ド
ラ
ゴ

ン
と
呼
ば
れ
る
竜
。
ヨ
ー

ロ
ツ
パ
の

神
話
で
は
、
暗
黒
の
化
身
の
よ
う
に

扱
わ
れ
、
英
雄
や
神
々
に
征
伐
さ
れ

る
話
が
残

っ
て
い
ま
す
。
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(19) 今度の温泉館休館日 1月 19日 (水)2月 16日 (水 ) 毎月第3水曜日は体館日です。その日が祝祭日の場合は開館して、次の日が休館日となります。
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登
記
事
務
処
理
が
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
処
理
に
な
り
ま
す

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局
で

は
、
『
土
地

・
建
物
』

の
登
記
事

務
を

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
り
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
業
務
開
始
＝

平
成
卜
二
年
一
月
卜
四
Ｈ

（月
）

■
地
区
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局
の

管
轄
に
属
す
る
土
地

・
建
物

■
業
務
処
理
の
変
更

①
登
記
簿
の
謄
本

・
抄
本

―

登
記
事
項
証
明
書

②
登
記
簿
の
開
覧

―

廃
止

（閉
鎖
登
記
簿
の

閲
覧
は
で
き
ま
す
）

０
新
設

↓

登
記
事
項
要
約
書

申
請
　
・
ｉ
．父
付
手
続
き
は
、
現
在

と
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

一
の
宮
町
宮
地
二
〇
〇
五
―
五

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

１

３

７

境
界
に
は
永
久
的
境
界
標

（杭
）
の
設
置
を
１

近
年
、
土
地

の
境
界
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
土
地
変
動

の
障
害
と
な

つ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
平
成

五
年
十
月
不
動
産
登
記
法
と
同
施

行
細
則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
改
正

の
趣
旨
は
、
確
定

し
た
境
界
に
は
永
続
性

の
あ
る
境

界
標
を
埋
設
し
、
そ
れ
を
地
積
測

量
図
上

に
表

示
す

る

こ
と

に
よ

り
、
境
界
紛
争
を
木
然

に
防
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た

の
財
産
を
守

る
た
め
、

隣
接
土
地
所
有
者
立
会

の
上
、
永

続
性

の
あ
る
境
界
標

（
コ
ン
ク
リ

ー
ト
杭
、
金
属
標
等
）
を
設
置
し
、

時

々
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
自
分

で
管
理
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

つヽ
。
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

■
０
９
６

・
３
７
２

・
５
０
３
１

南
阿
蘇
局

（夜
峰
山
）
教
育
テ

レ
ビ
の
チ
ヤ
ン
ネ
ル
が
変
わ
り
ま

す
。
現
在
の
１
チ
ヤ
ン
ネ
ル
が
６

チ
ヤ
ン
ネ
ル

（予
定
）
に
変
わ
り

ま
す
。

●
新
し
い
６
チ
ヤ
ン
ネ
ル

（予
定
）

は
平
成
↑
一
年

一
月
十
七
日
か
ら

電
波
発
射
し
ま
す
。

●
今
ま
で
の
１
チ
ヤ
ン
ネ
ル
は
平

成
十
二
年
二
月
中
旬
に
止
ま
り
ま

す
。
●
約

一
ヶ
月
間
並
行
し
て
電
波
が

出
ま
す
。

●

こ
の
期
間
に

一
般
家
庭
で
は
、

リ
モ
コ
ン
の
調
整
な
ど
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
　
受
信
技
術

■
０
９
６

・
３
２
６

・
８
２
１
７

＝
０
９
６

・
３
２
６

・
８
２
１
６

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち

の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
し
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

熊
本
市
京
町

一
―
十
三
―
十

一

熊
本
地
方
裁
判
所
内

熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

■
０
９
６
・
３
２
５
・
２
１
２
１

県
立

の
農
大
で
は
、
将
来

の
本

県
農
業
を
担
う
意
欲

の
あ
る
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

当
校
を
卒
業
後
、
県
内

に
居
住

し
、
農
業
経
営

に
従
事
し
よ
う
と

す
る
１８
歳
以
上
２５
歳
未
満

の
者
で

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

十

１
年

二
月
卒
業
見
込
み

の
者
、

②
大
検
規
定

に
よ
り
文
部
大
臣
の

行
う
大
検
に
合
格
し
た
者

■
募
集
人
員

　

ニ
ト
人
程
度

■
募
集
期
間

一
月
卜

一
日

（火
）
か
ら

二
月
十
日
（本
）ま
で

■
試
験
期
日
　
二
月
十
八
日

（上
）

■
試
験
場
所
　
県
立
農
大

■
申
込
及
び
問
い
合
せ
先

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

■
０
９
６

・
２
４
８

・
１
１
８
８

新年の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
立
農
大
学
生
募
集
（
一般
試
験
）

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

独
自
性
の
あ
る
豊
か
な

　

　

　

　

一

ま
ち
づ
ぐ
り
め
ざ
し
て

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎

えヽ
の
こ
と
と
お
一」［び
申
し
上
げ
ま

Ｌ
１
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
―
●
一
・

ヨ
ン

昨
年
、
自

設
な
ど
自
治
体
の

た
が
、
今
後
は
市
条
例
制
定
権
を
拡
大
し
た
地
方
分
権
整務

限
が
増
加
す
る
と
と

己

求
め
ら
れ

こ
と

に
な

り

は
Ｐ

ｒ
卜

」―
―
■
Ｊ

二

И

４

ツ

ル

ｌｔ

卜
し
ま
す
。
本
町
に
お

い

活
環
境

り
ま
す
。

し

ま

し

る
豊
か

期
待

に
こ
た
え
る
よ
う

年
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支

お
願

い

げ
ま
し

ふ
″・い

児

熊本県母 r寡婦福祉連合会で

は悩み事相談を行つています。

相談は無料で、秘密は厳守され

ます。相談員があなたの身にな

ってお話をお聞きします。

あなたのお電話お待ちしています。

■相談日  毎週月・水曜日 9～ 16時

■場 所

■相談内容

■対象者

■相談員

■電 話

(事前に電話でご予約 ください。)

〒860-0842 熊本市南 千反畑町3番 7号

熊本県総合福祉センター2階

熊本県母子寡婦福祉連合会

離婚、養台費、財産分与、選産相続、補償、

金銭貸借、 11業経営上、税務 11な どの問題

母子家庭の母 F・ 寡婦 ・父 了― 離婚を考え

ている方

弁護 |‐ 税理 |■ 自立相談員

096-351-8777

イ
ン
ド
で
は
、
竜
は

ヘ
ビ
を
神
格

化
し
た
半
蛇
半
神
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。
雲
を
呼
び
、
雨
を
降
ら
せ

る
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
雨
に
よ

っ
て

五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
信
仰
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
国
で
は
竜
は
麒
麟
、
鳳
凰
、
亀

と
と
も
に
四
霊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

竜
は
淵
に
す
む
神
秘
的
な
動
物
で
、

水
や
雨
に
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
竜
は
天
使
の
シ
ン
ボ
ル

と
さ
れ
、
天
使
の
顔
を
竜
顔
な
ど
と

表
現
し
て
い
ま
し
た
。

困
難
を
乗
り
越
え
て

躍
進
す
る
年

ヘ

「
屯
」
の
つ
く
ｌｉ
業
で
は
、
「
竜
頭

蛇
尾
」
、
「
画
竜
点
晴
」
、
「
登
竜
門
」

な
ど
、
中
国
の
故
事
に
出
来
す
る
言

葉
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
登
竜
門
」
は
黄
河
１１
流
の
急
流

の
渓

谷

、

」嘔
門

を

登

り

切

っ
た

魚

が

竜

に
変

わ

っ
た

と

い
う

伝

ら

、
成

功

一
歩

と

な

る
難

関

と

い
う

意

味

が
あ

り

ま

す
。辰
年

に
あ

や

か

っ
て
、

今

年

は
難

関

を

突

破

し

、　
飛

躍

の
年

に
し

て

い
き

た

い
で
す
ね
。
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θD 力〕

t夕
‐~~｀

| ‐瞥
´
η l

,"Jイン
/″
ン́

1仁

==」
鬱

(18)役場の支払日  1/25(火)2/7(月 )2/15(火) 時間10時から15時まで(3)
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お済みですか !地域振興券 (町単独分)
～使用期限は1月 31日まで～

昨年8月 10日 から交付を始めた、町単独

発行地域振興券の使用期限は1月 31日 まで

となつています。ご利用はお忘れなく |

また、特定事業者の換金請求は2月 29日

までとなつています。利用された振興券は

早めの請求をお願いします。

■問い合せは

企画課 開発推進係
T[L2-1111(内 線 126)
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年
に

一
度
の
親
子
縮
食
試
食
書

●

●
●
●
一

十

一
月
十
八
日
■
高
森
保
育
園

（山
村
文
子
園
長
）
で
親
子
給
食

試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
に

一
度
、
保
護
者

の
方
に
保
育
園
の
給
食
を
試
食
し

て
い
た
だ
き
、
年
長
組
の
園
児
が

翌
年
に
は
、
小
学
校
の
給
食
を
上

手
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
少
し
ず

つ
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と

を
、
家
庭
で
も
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
こ
う
と
行
っ
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
配
膳
か
ら
後
か
た

づ
け
、
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
」
等
を
し
つ
か

り
行

っ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
時
間

も
少
し
ず
つ
短
く
し
て
い
る
そ
う

で
、
メ
ニ
ュ
ー
も
園
児
た
ち
の
好

き
な
も
の
嫌
い
な
も
の
を
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
上
手
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
小
学
生
、
楽
し
い

給
食
の
時
間
と
な
る
こ
と
で
し
よ

う
。

「
燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

※
先
月
号
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

０
）
灯
を
消
せ
ば
小
窓
明
る
し
十
三
夜
　
　
阿
部
タ
ツ
エ

（俳
句
会
名
は
河
原
す
す
き
の
旬
会
）
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本町の今年の年男は 296名 、
年女は 324名 の合計 620名 です。
町内各地の年男・年女の皆さんに

今年の抱負を語つていただきました。

●■■■■■11

菅 原 タ ツ エ さ

本 田 美 世 子 さん
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●   ●

矢 月

古 lllミ ヨ さん

大
正
五
年
二
月
十
八
日
生

大
　
字
　
吉
同
　
森

高
齢
者
学
級
や
梅
香
苑

へ
行

き
、
歌

っ
た
り
、
お
し
や
べ
り
し

た
り
が
楽
し
み
で
す
。
今
年
も
と

に
か
く
、
前
向
き
志
向
で
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
森
少
年
創
道
ク
う
７

各
大
会
で
健
闘

八
友
会
剣
道
錬
成
大
会

十

一
月
三
日

（祝
）
自
坪
小
体
育
館

■
個
人
戦
　
▽
小
学
高
学
年
男
子
の

部
　
三
位
　
山
田
悠
貴
　
▽
小
学
低

学
年
男
子
の
部
　
一二
位
　
田
上
和
宏

▽
小
学
女
子
の
部

優
勝

松
本
琴
恵

佐
賀
神
崎
少
年
剣
道
錬
成
大
会

十

一
月
二
十

一
日

（
日
）
神
崎
町
民

体
育
館
　
■
小
学
低
学
年
の
部
　
▽

準
優
勝

（
田
上
和
宏

・
今
村
太

一
・

大
谷
祐
生

・
後
藤
由
宇
子

・
古
庄
甚

貴
）

■
小
学
女
ｒ
の
部
▽
準
優
勝

（
石
坂
怜

・
今
村
寿
美
礼

・
松
本
琴

恵
）

■
中
学
生

の
部

　
▽
三
位

（
安
方
裕
一
丁

本
村
允
哉

・
植
田
雄

音
Ｔ

池
勇
介

・
本
津
京
三
）

蘇
陽
町
少
年
剣
道
錬
成
大
会

十

一
月
二
十
八
日

（
日
）
蘇
陽
町
体

育
館
　
■
小
学
低
学
年
の
部
▽
準
優

勝

（
田
上
和
宏

夫
ツ
村
太

一
・
大
谷

祐
生

・
後
藤
山
宇
子

・
古
庄
甚
貴
）

昭
和
三
年
二
月
二

大
　
字
　
永

昭
和
十
五
年
九
月
二
十
日
生

大
　
字

上
口同
　
森

西
暦

、千
年
に
あ
た
り
、
年
男

で
光
栄
で
す
。
私
も
勤
務
先
で
三

卜
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
に
注
意
し
て
仕
事
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

野
菜
や
花
を
作

っ
た
り
、
近
く
　
　
　
待
ち

に
待

っ
た
生
命
の
世
紀
、

の
神
社
を
掃
除
し
た
り
、
体
を
動
　
　
．
“十
陛
紀
は
無
我
夢
中
で
働

い
て

か
す

」
と
が
趣
味
で
す
ピ

れ
か
　

牌
耐
註

先

」
が

続

い
％

ら
も
健
康
に
気
を

つ
け
て
長
生
き
　
　
り
を
持

つ
た
人
生
で
あ
り
た
い
。又
、

し
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
若

い
人
が
希
崚
一
を
持
て
る
障
の
中

に
な
つ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
，
ん

ヱ
Ｊ
口
，

昭
和
三
年
六
月
二
十
七
日
生

大
　
字
　
野
　
尻

何
は
と
も
あ
れ
、
元
気
が

一
番
。

米
や
野
菜
作
り
な
ど
体
を
動
か
し

な
が
ら
自
給
自
足
に
心
が
け
、
孫

に
合
う
の
を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま

す
。

昭
和
十
五
年
五
月
八
日
生

大
　
字
　
色
　
見

時
代
は
西
暦
二
千
年
、
人
生
節

日
の
還
暦
を
迎
え
、
苦
労
の
歳
月

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

少
し
で
も
楽
し
め
る
日
々
で
あ
る

こ
と
を
念
じ
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

肥

後

狂

旬

　

相̈
月

（阿
蘇
御
神
火
〈ム
）

ま
た
停
電
　
骨
の
あ
る
飯
食
わ
な
ん
か

今
日
で
お
別
れ
　
ど
の
球
団
も
返
事
せ
ん

今
日
で
お
別
れ
　
顔
上
げ
さ
ら
ん
角
か
く
し

今
日
で
お
別
れ
　
セ
ー
ラ
ー
服
に
無
ア
未
練

集
中
し
て
　
部
活
フ丼
は
ボ
ン
ク
ラ
で
無
ア

今
日
で
お
別
れ
　
麹
も
う
ん
と
混
ぜ
て
や
れ

集
中
し
て
　
煙
草
は
燃
え
て
仕
舞
居
る

本
気
か
し
ら
　
愛
し
と
る
よ
く
さ
さ
や
か
れ

日
の
高
さ
　
よ
か
お
婿
さ
ん
選
ば
し
た

今
日
で
お
別
れ
　
安
住
の
地
は
禁
猟
区

今
日
で
お
別
れ
　
阿
蘇
は
脳
裏
に
仕
舞
い
込
む

し
っ
ぺ
返
し
　
親
切
が
無
駄
だ

っ
た
っ
か

輝
け
る
二
千
年
を
生
き
屠
蘇
祝
う

巻
き
戻
ｔ
一坂
り
癖
直
す
初
暦

新
春
の
曾
孫
の
笑
顔
幸
の
年

同
じ
事
又
聞
き
母
の
年
用
意

冬
囲
う
盆
栽
消
毒
良
き
日
和

氏
神
の
お
札
頂
き
寒
造
り

孫
達
の
よ
く
似
た
声
の
初
電
話

小
春
日
の
今
日
を
大
事
に
阿
蘇
住
い

忌
を
修
し

一
人
の
夜
の
長
さ
か
な

根
子
岳
を
我
が
も
の
に
し
て
初
湯
か
な

一
本
の
寒
菊
を
添
え
活
け
上
ぐ
る

俳

　

　

旬

（高
森
菜

の
花
句
会
）

原

貞 雄 さん

p057RyPAGE

林
田

　

一
声

松
野
　
笑
声

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

浦
塚
　
南
天

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
二
也

佐
伯
　
文
雄

佐
藤
　
重
信

田
上
黙
公
子

堀
田
　
蘇
仙

上
井
加
根
女

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

後
藤

つ
み
子

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

中 躍 守 行 さん

(17)
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各
地
で
郷
土
料
理
を
見
直
そ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
授
業
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
子
ど
も
た
ち

か
ら
持
ち
続
け
る
と
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
と
な
る
で
し
よ
う
。

|:‐ ||||||||||||  ||■

ん
な
の
ひ
ろ
ば

郷
土
料
理
体
験
学
習

一一一一一一一一一一一

瞑托:

十
二
月
四
日
、
高
森
東
中
学
校

で
、
婦
人
会
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
郷
土
料
理
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
地
域

の
身
近
な
特
産
物
を
用
い
た
料
理

を
知

っ
て
も
ら
い
、
郷
上
の
よ
さ

を
体
で
学
ん
で
は
し
い
と
い
う
目

的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

だ
ん
ご
汁
、
ジ
ヤ
ン
ボ
い
な
り

寿
司
づ
く
り
な
ど
で
子
ど
も
と
婦

人
会

の
方

々
の
ふ
れ
あ

い
を
通

し
、
い
き
い
き
と
楽
し
い
時
が
過

ご
せ
た
よ
う
で
す
。
生
徒
た
ち
の

感
想
は

「
と
て
も
お
も
し
ろ
か

つ

た
。
」
「
家
で
も
作

っ
て
み
た
い
。
」

「
す
ご
く
役
に
た
ち
ま
し
た
。
」
な

ど
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
栽
培
し
た

野
菜

（生
ゴ
ミ
を
肥
料
と
し
て
栽

培
し
た
作
物
）
も
料
理
に
使
い
ま

し
た
。
四
月
に
地
元
の
農
家
の
方

を
講
師
と
し
て
農
園
を
完
成
し
、

栽
培
し
た
も
の
で
す
。

今
後
と
も
地
域
活
動
の

一
環
と

し
て
学
校
と
婦
人
会

・
老
人
会
な

ど
地
域
と
の
交
流
を
続
け
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

昭
和
二
十
七
年

一
月
三
日
生

大
　
字
　
尾
　
下

西
暦
二
千
年
代
の
ス
タ
ー
ト
。

し
か
も
午
男
、
人
に
恵
ま
れ
た

様

で
何
か
良

い
こ
と
が
起
き

る
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
阿

蘇
山

の
こ
と
く
、
今
、
私

の
闘
志

は
燃
え

て
い
ま
す
。
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
激
動

の
中

で
何
事
に
も

頑
張
り
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
九
月
二
十
七
日
生

大
　
字
　
上
　
色
　
見

今
年
は
二
千
年
に
あ
た
り
、
何

に
で
も
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
、
上嘔
の
よ

う
に
大
き
く
飛
躍
で
き
る
年
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ
と

を
探
す
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思

い
ま
す
。

美
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
と
は

・
・
・

光
線
を
発
射
す
る
レ
ジ
ャ
ー
用
の
銃
。
光

線
が
的
に
当
た
る
と
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
が
得

点
を
計
算
す
る
。

●●

昭
和
五
十

一
年
十
二
月
十
日
生

大
　
字
　
色
　
見

「自
然
」
そ
れ
は
、
不
思
議
な

力
、
そ
れ
は
生
き
る
基
本

で
す
。

高
森
の
大
自
然
の
中
で
生
き
る
こ

と
は
十
せ
な
こ
と
で
す
。

今
年
二
千
年
、
今
ま
で
以
上
に

何
事
に
も
が
ん
ば

つ
て
い
き
た

い

と
思
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十

一
日
生

大
　
字
　
河
　
原

今
年
は
六
年
生
に
な
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
手
伝

い

と
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
し

つ
か
り

と
が
ん
ば
り
ま
す
。

や
か
に
な
り
ま
し
た

く
健
康
で
い
て
く
れ

の
十
せ
で
す
。
自
分

大

字
　
芹

口

孫
が
生
ま
れ
て
、

の

大
　
字
　
古同
　
森

家
の
中
が
賑
　
　
　
家
事
に
子
育

ｃ
皆
が
明
る
　
　
日
々
の
中
、
日
（

る
こ
と
が
私

ん
ば
り
た
い
と
思
い

し
い
家
庭
と
湧
水
農
園
作
り
に

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
イ
チ
ゴ

食
べ
に
水
て
く
だ
さ
い
．

昭
和
二
十
七
年
十

一
月
十
四
日
生
　
　
昭
和
三
十
九
年
三
月
八
日
生
　
　
　
昭
和
五
十

一
年

家
族
の
た

杯
頑
張
ろ
め
に
も
、
仕

う
と
思

い
ユ
ま

た
め
に
も

事
を
精

一

す
じ

を
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一∃一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一　

　

」一一一一三一

が

ｒ
Э

●   ●
濱 原 龍 喜 さん

楢木野孝雄 さん

安 方 竜 也 さん

工 藤 律 子さん

林 カロ代 さん

佐 藤 公 美 さん

Eコ
測に 咲 さん

コ
■
■
■
口■
■
■
■
■
■
一

て
に
と
、
忙
し
い

人

間

と

し

て
、

今
、
楽
し
く
や
さ

く
成
長
で
き
る

一
年
に
し
た
　
　
こ
と
は
、
勉
強
と
ス

大

字

上

色

女
性
と
し
て
、　
　
　
わ
た
し
が
今
年
が
ん
ば
り
た

ホ
ー
ツ

ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一
●
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一

高
森
東
中
の
自
石
有
介
君

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
で
優
勝

十
　
月
二
十

一
日
、
益
城
町
総

合
体
育
館
で
、
第
卜
一
回
全
日
本

身
障
者
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
射
撃
選

手
権
が
開
催
さ
れ
、
本
町
東
中

一

年
生
の
自
石
有
介
君
が
、
少
年
男

消
防
団
　
各
地
で
講
習
会

女
自
由
姿
勢
で
、
四
百
点
満

三
百
九
十
九
点
の
高
得
点
で

し
ま
し
た
。
団
体

の
部
で
も

・
Ｄ
チ
ー
ム
の
優
勝
に
人

い
に

近
年
、
各
地
で
民
家
火
災
が
多

発
し
て
お
り
、
民
家
密
集
地
を
抱

え
て
い
る
第
五
分
団

（分
団
長
小

林
正

一
）
で
は
、
秋
の
火
災
予
防

週
間
の
十

一
月
七
日
に
、
消
火
器

の
普
及
や
住
民
の
防
火
意
識
の
高

揚
と
初
期
消
火
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
下
町
公
民

館
で
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
の
講

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

阿
蘇
広
域
消
防
か
ら
梯
子
車
も
登

場
し
、
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
住

民
の
方
が
参
加
し
、
初
期
消
火
の

大
切
さ
等
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
消
火
器
の
取
扱

い
講
習
会
等
は
各
地
の
消
防
団
が

行

っ
て
お
り
、
予
防
消
防
に
努
め

て
い
ま
す
。

熊
本
貢
献

し
ま
し
た
ｃ

自
石
淋
は
、
「
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ

ル

は
ワ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で

全
国
、
世
界
の
人
々
と
交
流
が
で

き
、
来
年
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に

是
非
出
場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
。
」
と
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。

〓
歳
の
時
、
■
故
で
な
く
し
た

左
手
を
持
ち
前

の
明
る
さ
と
努
力

で
見
事

に
克
服
し
て
い
ま
す
。
大

会
数
ヶ
月
前
か
ら
■

・
日
曜
日
に

は
、
早
朝
か
ら
遅
く
ま
で
練
習
を

続
け
た
そ
う
で
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
バ
ー
ト

フ
ル
国
体

に
も
出

場
し
て
は

し
い
も
の
で
す
。

大

字

高
ハ
月
七
日
生

森

思
い
ま
す
。

点
中
優
勝

■
■
■
■
■
■
■
由爾
璽爾
隕
炒
爾繭

昭
和
六
十
三
年
十

一
月
二

〓Ｊヽ
一

十
七
日
生

見
子どもたちははしご車に乗車(左 )
地域住民は真剣に消火器による
訓練を行いました。`こ

―薦討
■‐″

ロ
´ 興
´

´
（一　
ヽ

地域や学校・園・スポーツ大会などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり) (16)
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1999高森国体

」」

」」

この社会 あなたの務が1生きてιlる

国
民
年
金
受
給
者
の
声

今
回
は
前
原
の
荒
牧
幸
雄
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一「
楽
し
み
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

「
今
は
な
ん
も
か
ん
も
便
利
に

な

つ
て
、
寝
と

つ
た
っ
て
ご
は
ん

が
で
き
た
り
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で

風
呂
も
沸
く
も
ん
な
。
」
と
、
時

代
の
進
歩
に
あ
り
が
た
く
思
い
つ

つ
も
、
お
金
が
か
か
る
現
代
の
生

活
に
疑
間
を
感
じ
て
い
ら

つ
し
や

る
よ
う
す
の
荒
牧
さ
ん
は
、
今
年

七
十
四
歳
。
奥
さ
ん
と
二
人
で
、

根
子
岳
の
麓
、
前
原
で
農
業
を
営

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
六
十
歳
の

農
業
者
年
金
受
給
時
に
農
業
を
や

め
ら
れ
、
そ
の
後
は
二
人
で
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
生
き
が
い
を

見
い
だ
さ
れ
、
今
日
ま
で
過
ご
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　

．

年
金
制
度
発
足
当
初
か
ら
加
入

し
て
こ
ら
れ
た
も
の
の
、
心
の
中

で
は

「
い
ら
ん
こ
つ
」
と
い
う
思

い
も
あ

つ
た
が
、
小
遣

い
に
で
も

な
れ
ば
と
納
付
し
て
こ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
思

い
が

変
わ

つ
た
の
が
、
当
時
、
全
く
納

付
し
て
な
か

つ
た
荒
牧
さ
ん
の
お

父
さ
ん
に
、
年
金
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な

つ
た
こ
と
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
金
は
、
老

後
に
当
て
に
な
る
も

の
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
、
貰
え
る
日
を
楽
し

み
に
納
付
し
て
き
た
と
お

っ
し
や

い
ま
す
。

受
給
さ
れ
て
い
る
今

「
こ
の
年

齢
に
な
る
と
、
仕
事
が
で
け
ん
け

ん
、
年
金

の
あ
り
が
た
み
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
る
と
た

い
。
」
と
言

わ
れ
、
年
金
が
な
か

つ
た
ら
と
考

え
た
ら
怖

い
と
も
言
わ
れ
ま

し

た
。最

後
に
今
日
の
年
金
を
取
り
巻

く
情
勢

の
話
を
す
る
と
、
「
今

の

人
達
は
当
然
感
じ
方
も
違
う
し
、

自
分
本
意
な
考
え
も
目
立

つ
が
、

自
分
本
意
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
自

分
の
年
金
に
も
目
を
向
け
た
方
が

い
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

荒牧幸雄さん(74歳 )前原

都
道
府
県
か
ヨ
ｔ
ハ
チ
ー
ム
二
五
ｔ
名
０
選
手
回

期
間
中
０
来
場
者
数

延
ベ
ヨ
フ
●
●
Ａ
ＩＩ

●   ●

大会期間中 来場者集計表
麗業 告洪算書

申告
+
9 点をチ ック !

もうすぐ
間違えや
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‐ ‐
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‐
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昨
年
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
く
ま
も
と
未
来
国

体
の
テ
ニ
ス
競
技
は
、
皆
様
方
の

ご
協
力
に
よ
り
久
木
野
村
そ
し
て

本
町
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。テ
ニ
ス
観
戦
に
お
越
し
の
皆

様
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
躍
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
国
体
会
場
地
運
営
助
成

金
の
実
績
報
告
や
決
算
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
様
々
な
集
計
作
業
と

分
析
作
業
、
そ
し
て
、
報
告
書
作

成
や
記
録
写
真
集
、
記
録
ビ
デ
オ

の
作
成
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
集
計
作
業
の

一
部
が
終
了
し
ま

し
た

の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。

（平
成
十

一
年
十
二
月
十
日
現
在
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
体
報
告

書

（記
録
写
真
集
）
な
ど
に
よ
り

あ
ら
た
め
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

(6)

国
民
年
霊
だ
よ
り

24日 25日 26日 27日
△
=↓Eコ 日 :

実 施 本 部 役 員 ・ 係 員

式 典 協 力 員

選 手 団

競 技 本 部 役 員

競技会協力員 (大会ボランティア)

117 72 93 95 377

125 87 98 91 401

236 172 408

257 133 118 65 573

43 36 22 20 121

競 技 役 員 142 143 138 80 503

競 技 補 助 員 84 84 84 60 312

報  道  員 視  察  団

般 来 会 者

80 35 80 35 230

1,650 1,050 1,750 11350 5,800

計 2ヮ 734 1ヮ640 2,383 1,968 8,725

科   目 検   討   事   項
1概算払金は計上してありますか。

2農協等の預金振込や入金の処理は正しくされてますか。

3売掛金は正しく計上されてますか。
4共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。
5雑収入は計上してありますか。 (含消費税 )

販 売 金 額

1期首の棚卸品の消費が漏れてませんか。本年生産物の数量

2現物で経費等を支払つた農産物は計上されてますか。
3生産した農産物の家事・事業消費は計上されてますか。
4自家用そ菜は計上されてますか。

家事消費単価は正しいですか。

家 事 消 費 金 額

事 業 消費 金 額

1農産物の被害等による共済金・リベー ト・事業分量分配金、各種補土具金等の収入が漏れて

いませんか。

2国からの緊急生産調整水田営農確立助成補助金は含まれていませんか。

3事業用資金の利子が含まれていませんか。
4土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

雑  収  入

期 首 前年の期末棚卸高と一致していますか。

農 産 物 の

棚 卸 高 期 末
1数量・単価は正しいですか。

2期首数量+生産数量一蒙事・事業消費数量=期末棚卸数量になりましたか。

記載漏れ・計算誤りがないか再度検討しましたか。言十

租 税 公 課
l家事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2固定資産税のうち家事分のあん分計算は適正になされていますか。

種  苗  費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

素  畜  費 同 上

返品等の処理は正しくしてありますか。肥  料  費
飼  料  費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

農  具  費 1個又は 1組の取得価格が 20万円以上のものが含まれていませんか。

農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

多分野の力を結集して目体成功 ′(15)
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嚢 嚢

この社会 あなたの膀雄
'きている

庶
覇
鞘

来
月
か
ら
　
税
の
申
告

さ
あ
　
申
告
準
備
を
始
め
ま
し
よ
う

税
の
申
告

（納
税
相
談
）
の
日
程
表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
卜

一

年

一
月

一
日
か
ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）
の
収
人
に
よ
る
所
得
税
、
贈
与
税
な
ど

の
国
税
と
、
県
民
税
、
町
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行
つ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
所
得
金
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
や
扶
養
証

明
が
発
行
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
み
と
め
ら
れ
な
い

な
ど
、
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方
　
▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者
　
▼
年
金
、

不
動
産
所
得
、
利
ｒ
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方
　
▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
等
以
外
の

収
入
が
あ
る
方
　
▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年

一
月

一
日
現
在
で
就
職
し
て
い
な

い
方
　
▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
　
▼
国
民
健
康
保
険
Ｌ

帯
の
方
で
公
的
年
金
以
外
に
収
人
の
あ
る
方
は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

居

"ョ
′覇榜[饉る力凛証 (■業分,

の

―

|れなく

農家の皆様が、 トラクター等農業用機械に使われる
軽油については、軽油引取税の免税証を交付します。

ご希望の方は次の要領で申請して下さい。

■ ||1請期間  1月 24日 (月 )から1月 28日 (金)ま で

■申請に必要なもの

(IЭ免税証交付申請書付表 1(免税軽油使用実績幸;1告書)
②免税軽油所用数量計算明細書CIIIIII免税証交付申請書付

表2(軽油購入明細書)④耕作証明書 (町村農業委員
会で発行)使用者証がH12331の方のみ⑤免税機械等の

所有・使用証明書 (役場で発行)、 又は所有・使用を証

明する書類 (売買契約書、リース契約書等)⑥機械の

写真 (横 ・後から写したもの、各一枚。メーカー・型

式等がはつきり判るもの)⑦印鑑

なお、登録機械に変更がない場合は、OOは必要あ
りません。

熊本県 阿蘇事務所 税務課
IL0 9 6 7-22-1111(内線323)

●   ●

●

“

L_

エツク
.■
■■■■

本
町
で
も
行
わ
れ
た
国
体
の
腫
人
は
、
最
終
恒
人
ラ

ン
ナ
ー
の
末
績
慎
吾
選
手

（陸
上
成
年
男
子
、
東
海
大
）

と
湯
野
真
由
美
選
手

（同
少
年
女
子
、
松
橋
高
）
に
引

き
継
が
れ
、
県
陸
上
競
技
場
の
恒
火
台
に
点
人
さ
れ
た
。

高
森
町
・国
体
推
進
室
　
阿
蘇
郡
高
森
町
上
色
見
２
８
１
３
　
高
森
町
民
体
育
館
内

電
　
話
　
２

・
２
９
９
ｌ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２

・
０
９
８
７

く
ま
も
と
木
来
国
体
で
、
各
競
技
で
熱
戦
を
展
開
し
た

熊
本
県
選
手
団
は
、
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を
独
占
す
る
活
躍

で
し
た
。

十
月
二
十
三
日
の
総
合
開
会
式
に
は
、　
一
万
七
千
人
の

選
手
団
を
含
む
五
万
六
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
（高
森
高

校
吹
奏
楽
部
も
式
典
吹
奏
楽
隊
と
し
て
参
加
）

十
月
二
十
八
日
の
総
合
閉
会
式
で
は
、
本
町
に
も
お
成

り
に
な

つ
た
高
円
宮
ご
夫
妻
が
天
皇
杯
と
皇
后
杯
を
熊
本

県
選
手
団
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
総
合
優
勝
に
贈
ら
れ
る
天
皇
杯
を
、
少
年
男
子
新

体
操
の
尾
崎
誠
二
選
手
が
、
そ
し
て
女
子
総
合
優
勝
の
皇

后
杯
は
少
年
女
子
剣
道
の
興
椙
舞
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け

取
り
ま
し
た
。

熊
本
県
国
体
推
進
局
か
ら
、
総
合
開
会
式
と
総
含
閉
会
式
の
写

真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

2′世紀ヘス7ツシユ」 次世紀への足:力り り`をめざして(7)

まで、お気軽にどうぞ。

〓
一

な点や詳 しいことは '

科   目 検   討   事   項
諸 材 料 費

増築・拡張・用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きましたか。

ただし 10万円未満は必要経費です。動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。

返品等の処理は正しくしてありますか。

修  繕  費

作 業 衣 料 費 上同

生命共済掛金と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。確定申告書の所得

控除欄で別途控除します。
農業共済掛金

耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。 贅
_________華 孟減 価 償 却 費

荷造運賃手数料
収入金を手数料差引で計上している方は、その手数料は計上できません。

できるだけ総額主義で計上してください。

雇  人  費 雇われた方の住所・氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる人はいませんか。

1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2返済の元金は含まれていませんか。
利 子 割 引 料

地 代 ・賃 借 料
1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2現物で支払つた方は収入金の事業消費金額に計上されてますか。

土 地 改 良 費 永久資産の取得に対応する部分の除外は適正になされていますか。

そ  の  他
1前払・未払の計算は適正になされていますか。
2接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。

期 首 前年の期末の棚卸高と一致してますか。農産物以外の

相1 卸  高 期末 数量・単価は正しいでしようか。

経費から差引く

牛馬・果樹等の

育 成 費 用

育成している果樹・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と育成費用

(定植費・肥料費・農薬費・飼料費)が計上されていますか。 (成熟時の時価では計上できません)

専 従 者 給 与

最高 10万円です。榎式簿記で貸借対照表を提出する人は最高45万円です。控除は不動産所得の
ある人は不動産所得から控除します。

源泉徴収は正しく行われていますか。

青色 申告控除

(14)
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高森中 3年生による創
平和の尊さを訴える感

作劇「夏雲」は被爆三世を主人公に
動の演劇

lnterna
儡
汽鱗

羹予簗靡

消賄なんで七南
=B分
署

応急手当を覚えましよう
もしも、身近でこんなことがおこつたら
もしも、けいれんがおきたら・・・、もしも、餅がつまつたら

南
阿
蘇
中
学
生
海
外
研
修
事
業

大
韓
民
国
研
修
レ
ポ
ー
ト

集
団
生
活
や
異
文
化
、
人
情
な
ど
を
直
接
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界

に
貢
献
し
う
る
人
材
育
成
を
目
的
に
、
南
阿
蘇
六
か
町
村
で
実
施
し
て
い

る
南
阿
蘇
中
学
生
海
外
研
修
に
は
、
今
年
度
は
高
森
東
中

一
名
、
車
部
中

一
名
、
高
森
中
三
名
の
計
五
名
の
生
徒
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
丼
佐
織
さ

ん

（東
中
原
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
丼
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を

掲
載
し
ま
す
。
（平
成
十

一
年
八
月
二
十
日
～
二
十
四
日
の
四
泊
五
日
）

「大
韓
民
国
研
修
に
参
加
し
て
」

り
―
ダ
ー
　
井
　
佐

織

扶
餘

で
の
文
化
遺
跡
見
学

や
、

ソ
ウ
ル
市
内
見
学
。
日
本
か
ら
は

も
ち
ろ
ん
、
ソ
ウ
ル
市
内
か
ら
で

さ
え
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
め

緊
張

感
漂
う
板
門
店
。
た
く
さ
ん
の
場

所

へ
研
修
に
行
き
ま
し
た
が
、
私

の
心

に
強
く
残

っ
て
い
る
の
は
、

独
立

記
念
館

で
の
出
来
事

で
し

た
。一

九
八
二
年

に
日
本
と
韓
国
、

中
国
の
間
で
起

こ
っ
た
歴
史
教
科

書
問
題
を
き

っ
か
け
に
、
民
族

の

苦
難

の
歴
史
と
国
家
発
展
の
歩
み

を
広
く
国
民
に
知
ら
せ
よ
う
と

い

う
目
的
で
、
設
立
さ
れ
た
こ
の
記

念
館

に
は
、
七

つ
の
展
示
館
が
あ

り
、
日
本
人
に
と

つ
て
は
身

の
縮

む
よ
う
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

る
館
も
あ
り
ま
し
た
。

●

ひ
と
り
０
と
り
に
　
と
ど
け
　
ス
ポ
ツ
ト
ラ
イ
ト

一一・一・一一・・
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
バ
■
・

●
一■
九
四
八
年
十
二
月
十
日
、
第

　

人
権
啓
発

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

（主

三
回
国
連
総
会

に
お

い
て

「
陛
界

　

催
／
高
森
町

■
［同
森
町
教
育
委
員

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
　

会

上
尚
森
町
同
和
教
育
推
進
協
議

こ
れ
に
ち
な
ん
で
卜
、
月
四
Ｈ
か

　

会

）
が
開
催

さ
れ
、
町
内

の
各

ら
十

日
ま

で
を
人
権
週
間
と

し

　

小

・
中
学
校
及
び
高
森
高
校
か
ら

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
運
動

　

九
人
の
人
権
啓
発
作
文

の
発
表
で

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
は
、
児
童

・
生
徒
が
Ｈ
頃
の
思

っ

本
‐―――
で
も
卜

．月
だ
１１
、
林
業

　

て
い
た

こ
と
や
差
別

や

い
じ
め
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
二
回
高

の
働
く
姿
を
見
て
の
感
想
等

の

を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
学
校
三
年
生
に
よ
る
創
作

夏
雲

（な

つ
ぐ
も
）
」
が
演

れ
、
短
時
間
の
劇
で
し
た
が
、

の
素
晴
ら
し
さ
、
内
容
の
濃

参
加
者
た
ち
は
感
動
し
て
い

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は

」
ろ
」
と
題
し
て
、
高
城
雅

毅
さ
ん

（部
落
解
放
同
盟
熊
本
県

連
教
育
対
策
部
長
）
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
人
権
啓
発
の
再
出

発
で
す
。
皆
さ
ん
も
真
剣
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
ま
し
よ
う
。

劇

「

じ

ら

演
技
さ

に

ま

し

「
こ
一

人
権
啓
発
作
文
発
表
者

後
藤
ゆ
か
り

（上
色
見
小
二
年
）

阿
南
　
美
里

（車
部
南
部
小
二
年
）

野
中
愛
紗
美

（色
兄
小
四
年
）

森
　
　
隆
志

（高
森
東
小
二
年
）

そ
の
な
か
の
、
３

つ
の
展
示
館

の
見
学
を
終
え
、
少
し
の
体
憩
を

と

っ
て
い
る
と
、　
一
人
の
男
性
が

（彼
は
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
立
ち
止
ま
り
）

や

つ
と
聞
き
取
る
事
が
で
き
る
程

度
の
日
本
語
で
、
声
を
か
け
て
き

ま
し
た
。
『
見
学
で
す
か
』
『
は
い
』

最
初
私
は
、
彼
が
日
本
語
を
勉
強

中

の
学
生
で
、
日
本
語
を
使

っ
て

み
る
機
会
だ
と
思

い
声
を
か
け
た

の
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
は
次

に
こ
う
言

っ

た
の
で
す
。
「
日
本
人
が
こ
こ
（独

立
記
念
館
）を
見
学
す
る
の
は
、
お

か
し

い
と
思

い
ま
す
。
」
私
は
思

つ
て
も

み
な

い
言

葉

に
驚

き

、

の
交
流
を
考
え
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
見
学

に
来

て
い
ま
す
』
ほ

ん
の

一
～
二
分
程
度

の
会
話
で
し

た
の
で
、
き
ち
ん
と
言
え

て
い
た

の
か
も
、
伝
わ

っ
た
の
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
彼
は
う
な
ず

い
て

く
れ
た
様
に
思
い
ま
す
。

日
本
と
韓
国
で
言
葉

の
壁
は
多

少
あ
り
ま
す
が
、
交
流
を
重
ね
て

い
く

こ
と
で
、
彼

に
伝
え
よ
う
と

し
た
事
な
ど
も
自
然
と
伝
わ

っ
て

い
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な

い

か
、
と
思
え
ま
し
た
。

研
修
中
に
は
ゆ

つ
く
り
話
し
合

い
も
で
き
な
か

つ
た
け
れ
ど
、
班

の
み
ん
な
は
ど
う
感
じ
て
い
た

の

で
し
ょ
う
。
班
を
ま
と
め
ら
れ
な

く
て
、
見
学
場
所
で
は

い
つ
も

バ

ラ
バ
ラ
。
す
ぐ
他

の
班
と

の
合
同

班

に
な

つ
て
し
ま

っ
て
い
る
３
人

を
確
認
す
る
の
は
大
変

で
し
た
。

思

い
起

こ
す
と

、
『
ゆ

か
リ
ー
、

旭
―
、
祐
子
―
』
（今
更
な
が
ら
、

呼
び
捨
て
で
ご
め
ん
な
さ

い
）
と

い
つ
も
叫
ん
で
い
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
よ
り
ま

ず
は
班
長

の
ゆ
か
り
ち
や
ん
。
数

少
な

い
３
年
生

の

一
人
で
、
最
初

の
日
か
ら
班
を
ま
と
め
よ
う
と
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ

ア
ミ
リ
ー
と

の
別

れ

が
悲

し
く

て
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
泣

い
て
い
た
の

も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
の
お
姉
ち
や
ん
み
た
な
存
在

　

詢

で
、
私
の
班
に
い
て
く
れ
て
よ
か
　

＜

つ
た
。
次
に
旭
く
ん
。
最
初
会

っ
た
時

は
、
元
気
が
な

い
か
な
あ
と
思

っ

た
け
ど
、
ホ
テ
ル
で
廊
下
を
走
り
、

私
に
注
意
を
さ
れ
た
回
数
は

一
番

で
し
た
。
し
か
し
、
班
行
動

の
時

に
は
、
よ
く
私

の
あ
と
に
付

い
て

来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後

に
祐
子
ち

や
ん
。
学
校
で

の
友
達
と
話
し
て
い
る
の
を
聞

い

て
い
る
と
す

ご
く
元
気
な

の
に
、

班
行
動

の
時
は
ち
よ

っ
と
お
と
な

し
か

っ
た
よ
ね
。
も

つ
と

い
つ
ば

い
し
や
べ
り
た
か

つ
た
と
思

い
ま

す
。ち
ょ

っ
と
ダ
メ
リ
ー
ダ
ー
だ

つ

た
け
ど
、
こ
ん
な
私
に
つ
い
て
来

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
と
て
も

楽
し
い
五
日
間
で
し
た
ｃ

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
日
本
と
韓

国
、
両
国
間
の
理
解
と
協
調
が
重

要
な
時
代

に
な

つ
て
い
く
と
思

い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う

な
研
修

ｉ
父
流
が
で
き
た

こ
と
は

意
味

の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
そ
の

一
員
と
し

て
参
加
で
き
た

こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

´́

「
ど
う
し
て
」
と
、
日
に
し
て

は し ら 日 し ま
し
た
。
「
日
本
人
は
悪

い
事

た

。
・
・
」
そ
の
後

の
言
葉

本
語
で
う
ま
く
表
現
で
き
な

し
く
、
彼
は
黙

っ
て
し
ま

い

た
が
、
彼
の
言
わ
ん
と
す
る
事

な
ん
と
な
く
で
す
が
わ
か
り
ま

し
た
ｃ
し
か
し
、
日
本
帝
国
時
代

の
日

本
人
は
、
現
在

の
日
本
人

で
は
な

い
の
で
す
。
私
は
、
な
る
べ
く
ゆ

つ
く
り
と
、
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。

『
私
た
ち
日
本
人
は
過
去
、
確
か

に
悪
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
を
そ
ら
さ
ず
こ
こ
で

再
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
韓
国
と

●

●  ●

森
　
健
史
郎

荒
牧
　
龍
児

本
田
　
　
緑

津
留
　
孝
真

山
室
　
千
紘

（高
森
東
小
六
年
）

（高
森
小
六
年
）

（高
森
東
中
二
年
）

（高
森
中
三
年
）

（高
森
高
校
二
年
）

饉
鳳瘍

ま い を を い

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034

もしも、誰かがたおれたら
．．．．．．．．．．〓． 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

あなたはどうしますか ?

消防署では一人で も多 くの人を助けるために、身近で起 きやすい病気や事故を

想定して、誰にで も簡単にで きる応急手当の講習を行つています。ちょっとした

手当の知識が、大切な人を助ける手当になるかもしれません。みんなで正 しい応

急手当を身につけて、尊い命を守 りましょう。

ρ _

講習の主な内容

1,火傷の時につけるものは何 ?
2,何かがのどにつまつたらどうやって出すの ?
3,けいれんがおきたら、なにをすればいいの ?
4,意識がない人にはなにをすればいいの ?
5,呼吸も心臓もとまつたら ?
時間や場所、人数その他いろいろご相談に応じます。まずは、消防署に連絡を |

(13)

人権啓発作文発表する森隆志君(前 )
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一̈
健
康
・福
祉
ま
つ
り
　
功
労
者
を
表
彰

町
と
高
森
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（三
森
義
高
会
長
）
で
は
、

十

一
月
二
十
八
日
、
町
民
体
育
館
で
健
康

・
福
祉
ま
つ
り
を
開
催
。

平
成
十

一
年
度
の
健
康

・
福
祉
功
労
者
の
表
彰
や
健
康
相
談
等
各
種

相
談
、
記
念
講
演
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
国
民
健
康
保

険
優
良
家
庭
、
歯
の
８
０
２
０
運
動
受
賞
者
や
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受

賞
者
、
優
良
献
血
者
、
在
宅
介
護
受
賞
者
の
方
々
で
す
。
（敬
称
略
）

■
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭

（無
受
診
で
健
康
保
険
税
完
納
世
帯
）

荒
牧
カ
エ
コ
、
岡
村
Ｈ
良
、
宮
本
徳
男
、

（擬
）
上
村
ハ
ツ
子
、
後
藤
義
照
、
（擬
）

上
村
占
輝
、
（擬
）
桐
原
正
光
、
相
馬

律
子
、
岡
村
キ
ミ
ｒ
、
（擬
）
馬
原
富

雄
、
高
松
幸
子
、
武
田
茂
樹
、
二
ｒ
石

武
範
、
渡
邊
糾
Ｆ
、
中
河
清

一
、
（擬
）

和
田
栄
子
、
甲
斐
節
男
、
津
留
栄
樹
、

原
恵
美
子
、
松
本
ヨ
シ
エ
、
（擬
）
相

馬
タ
ツ
エ
、
宮
地
翠
子
、
岩
下
誠
之
、

工
藤
政
行
、
下
城
宙
美
子
、
馬
原
忠
徳
、

今
村
マ
サ
エ
、
岩
下
英
喜
、
（擬
）
岩

下
清
、
山
室
仁
人
、
占
庄
奥
、
甲
斐
隆
、

本
本
』県
清
、
佐
藤
秀
生
、
本
田
明
男
、

本
田
幸
人
、
本
田
善
春
、
佐
藤
耕
平
、

山
本
今
朝
徳
、
安
藤
慎
己
、
後
藤
通
、

自
石
年
男

■
８
０
２
０
運
動
受
賞
者

（
八
十
歳

で
自
分

の
歯

が

二
十
本
以

上
。
前
年
ま
で
の
被
表
彰
者
を
除
く
。
）

鬼
塚
福
Ｌ
、
桐
原
央
占
、
山
村
　
郎

■
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞
者

（三
歳
児
の
部
）
▽
山
察
慧
斗
、
中
村

頼
明
、
仁
川
水
陛
央
、
人
塚
勇
輝
、
津

留
扇
、
津
留
恒
量
、
十
野
木
鈴
、
後
藤

高
齢
者
学
級
で
は
、
十

一
月
十

一
日
、
バ
ス
三
台

で
修
学
旅
行
を

行
な

い
ま
し
た
。
お
よ
そ
百
名

の

参
加
者
は
鞠
智
城

や
孔
子
公
園
、

熊
本
城
等
を
見
学
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

上
色
見
教
室

の
佐
伯
文
雄
さ
ん

の
修
学
旅
行

レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し

ま
す
。

ま
た
、
五
月
か
ら
始
ま

っ
た
今

年
度
の
高
齢
者
学
級
も
十
二
月
の

閉
講
式
で
終
了
し
、
今
回
出
席
者

愛
望
、
羽
部
商
馬
、
大
田
黒
修
平
、
山

田
脩
人
、
後
藤
凪
沙

（小
学
生
の
部
）
▽
谷
川
あ
ず
み
、
山

本
彩
乃
、
田
上
和
宏
、
島
田
和
寛
、
田

上
将
太
郎
、
三
森
勝
博
、
宮
原
仁
美
、

西
堀
菜
々
、
後
藤
優
依
、
三
井
康
生
、

後
藤
希
美
、
松
本
恵
梨
香
、
桐
原
雪

乃
、
岩
下
美
江
、
村
上
美
香
、
宇
藤
佳

菜
、
岩
下
瑞
生
、
岩
下
千
春
、
住
吉
望
、

後
藤
謙
太
、
後
藤
和
孝
、
徳
丸
将
悟
、

檜
本
野
あ
ゆ
み
、
都
雄

一
、
工
藤
裕
美
、

二
子
石
郁

（中
学
生
の
部
）
▽
工
藤
正
登
、
後
藤

龍

一
、
松
本
泰
紀
、
安
達
美
穂
、
岩
下

祥
子
、
後
藤
友
香
、
小
野
洋
樹
、
藤
川

朋
也
、
荒
牧
祐

一
郎
、
後
藤
正
博
、
後

藤
貴
也
、
住
吉
直
樹
、
安
方
裕
二
、
山

部
さ
お
り
、
佐
藤
真
介
、
遠
山
ま
り
、

占
良
山
弘
二

（高
校
生
の
部
）

住
吉
ま
み
、
徳
丸
恵
美
、
後
藤
法
ｒ
、

松
村
恵

■
優
良
献
血
受
賞
者

（三
十
回
以
上
。
前
年
ま
で
の
該
当
者

を
除
く
。
数
字
は
献
血
回
数
）

塚
本
レ
イ
子

（‐５０
）、
佐
伯
信
二

（７１
）、

後
藤
丈
治

（３４
）、
占
澤
貴
巳

（３０
）

の
十
二
名
の
皆
さ
ま
に
は
皆
勤
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
も

健
康
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
学
級
皆
勤
証
受
賞
者

（五
月
か
ら
十
二
月
ま
で

毎
月

一
回
の
計
八
日
出
席
者
）

高
森
会
場

（六
名
）

岩
下
信
夫

（
戸
狩
）
、
岩
ド
縫
子

（
戸
狩
）
、
北
嶋
雪
子

（
森
）
、
人

和
静
子

（森
）
、
鬼
塚
福
巳

（
旭

通
）、
藤
澤
ツ
ヤ
子

（横
町
）

■
献
血
功
労
団
体

高
森
町
健
康
を
守
る
婦
人
の
会

■
在
宅
介
護
受
賞
者

（在
宅
介
護

一
年
以
上
。
介
護
者
名
を

掲
載
）

住
占
直
至
、
荒
牧
善
晴
、
安
方
廣
光
、

西
脇
正
隆
、
児
玉
カ
チ
子
、
佐
藤
洋

一

郎
、
内
山
ミ
ツ
、
藤
川
明
、
鶴
林
成
子
、

山
諸
山
美
子
、
川
部
サ
チ
子
、
古
澤
オ

キ
ヨ
、
後
藤
ツ
マ
、
冨
永
ミ
エ
子

ま
だ
ま
だ
勉
強
楽
し
く
熱
心
に
見
学

高
齢
者
撃
組
　
修
学
臓
行

現
在
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
を

目
指
し
、
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
子
ど
も

た
ち
よ
り

一
足
早
く
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
が
、
各
地
で

様
々
な
形
で
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
高
齢
者
学
級

や
、
南
阿
蘇
六
か
町
村
合
同
で
進
め
て
い
る
南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●   ●

●  ●

攣弾幣驚1鷲 鐸性専つり

蒻 柵

医学博士松崎俊久氏を講師に

‡蟻幡繭一■
議

上
色
見
会
場

（二
名
）

高
倉

一
人

（東
中
原
）
、
堀
田
彰

（東
中
原
）

河
原
会
場

（三
名
）

森
正
六

（味
鳥
）
、
後
藤
保

（河

原
）、
森

エ
キ
子

（黒
岩
）

草
南
会
場

（
一
名
）

阿
南
サ
ツ
子

（社
倉
）

草
北
会
場

（該
当
者
な
し
）

合
計
十
二
名

高
齢
者
学
級
修
学
旅
行
記

上
色
見
教
室
　
佐
伯
文
雄

平
成
十

一
年
十

一
月
十

一
日
、

三
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
た
約
百
名

の

一
行
は
、
午
前
八
時
、
高
森
産

交
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
発
。
途
中
旭

志
の
道
の
駅
で
お
し

っ
こ
駐
車
。

道
の
駅
を
発
車
す
る
と

「
お
好
み

は
何
で
ん
か
ん
で
ん
取

っ
て
は
い

よ
」
と
バ
ス
の
前
列
か
ら
飲
み
物

や
食

べ
物
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

少
々
宿
酔
の
私
、
先
ず
缶
ビ
ー
ル

を
頂
戴
、
隣
席
の
四
十

一
年
前
の

幼
妻
は
パ
イ
ン
ジ

ユ
ー
ス
。
程
良

い
気
分
で
、
乗
車
の
際
配
布
さ
れ

た
十
枚
の
旅
程
表

（資
料
）
で
予

備
知
識
を
修
め
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
第

一
の
日
的
地
鞠

智
城
跡
に
到
着
。
復
元
さ
れ
た
八

角
形
の
鼓
楼
、
出
土
し
た
本
簡
、

土
器
、
そ
し
て
、
現
地
に
設
置
さ

れ
て
い
る

「
文
芸
の
箱
」
に
私
は

投
句
し
ま
し
た
。

“
蘇
る
古
代

の
ロ
マ
ン
菊
目
和
”

“
飲
み
た
か
な
あ
古
代
の
土
器
に

菊
の
酒
”

次
の
目
的
地
は
孔
子
公
園
、
孔

子
の
教
え
八
徳

（孝

・
梯

・
忠

・

祀

二
我
・
廉

・
恥
）
の
真
髄
に
触

れ
ま
し
た
。
孔
子
公
園
で
記
念
写

真
を
パ
チ
リ
。

最
後
の
目
的
地
熊
本

へ
。
十
二

時
半
過
ぎ
熊
本
城
内
の
二
の
丸
公

園
に
到
着
。
二
段
重
ね
の
弁
当
が

配
布
さ
れ
嬉
し
い
昼
食
で
す
。
勿

論
、
飲
み
物
も
ほ
う
い
っ
ぴ
ゃ
で

す
。
秋
の
陽
燦
燦
、
皆
さ
ん
良
か

あ
喜
色
に
な
り
ま
し
た
。

昼
食
後
、
熊
本
城

へ
登
城
、
希

望
者
は
美
術
館
や
博
物
館

へ
の
自

由
散
策
。
午
後
三
時
、
二
の
丸
公

園
を
後
に
帰
路
に
。
帰
り
は
く
ま

も
と
未
来
国
体
の
メ
イ
ン
会
場
の

陸
上
競
技
場
や
パ
ー
ク
ド
ー
ム
を

一
寸
拝
見
、
午
後
五
時
予
定
通
り

帰
着
し
ま
し
た
。

還
暦
を
す
ぎ
て
ま
だ
入
学
さ
れ

て
い
な
い
あ
な
た
、
今
な
ら
推
薦

入
学
で
す
。
来
年
度
は
紅
麗
大
学

（私
が
適
当
に
つ
け
た
名
称
で
す
）

に
入
学
し
ま
し
ょ
う
。

入
学
金
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

町
か
ら
は
奨
学
金

（町
か
ら
の
補

助
金
）
が
貰
え
ま
す
。

平
成
十

一
年
度

南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
合
同
閉
請
式

生
涯
学
習
を
目
的
に
、
南
阿
蘇

六

か
町
村

に
よ
る
セ
ミ

さ

り表彰を受ける在宅介護受賞者

しt夕写く

藝 1,__

「事件事故 "んなを守る 110薔」
1月 10日は「110番の日」です。 県民の方々から警察に寄せられる 110番通報は、事件・事故の解決
に大きな役割を果たしています。

◎ 110番は『緊急通報用』の電話です。
○事件・事故等緊急時に使用してください。

○相談や問い合わせなど急がない時は、警察相談又は、管

轄の警察署に電話してください。

◎ 110番するときは
○なにが ～何があったか (事件か事故か)
○いつ  ～何時ごろあつたのか
○どこで ～発生した場所目標等を係員に話してください。
その他必要なことは、 110番係員がお尋ねします。
◎ 110番通報時の心がけ
○ためらわず、素早く

早い現場臨場が、事件解決のポイントとなります。

○事件事故の現場を詳しく

110番通報は、すべて警察本部へかかります。
市町村名・公衆電話番号、付近の建物、駅、停留所等の

目標物を通報してくだい。

◎ 携帯電話では
○携帯電話は停止して

自動車を運転しながらの

携帯通話はできなくなりま

したので必ず運転を停止し

て通報してください。

満

さこ
の
セ
ミ

日
に
久
本
野
村

ス
オ
リ
ン
ピ
ツ
民
セ
ン
タ

ロ

ク
体
操
鉄
棒
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
森
末
慎
二
氏
を
迎
え

「
あ
く
な
き
挑
戦
」
と
題
し
て
講

演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
何
事
も
日

標
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
日

標
に
向
か
つ
て
努
力
を
―
」
と
小

さ
い
頃
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
出

る
の
だ
と
夢
を
持

っ
て
い
た
こ
と

な
ど
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
講
演

さ
れ
、
参
加

き
入

式

が

々

に

十

一
ｔ
Ｃ

に
ご
参

が
受

送

ら 受
講
さ

(12)

ノ
摯姜
'み

さ
い

(9)
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Q:朝ごはんを食べないことが
ありますか ?

保 健 婦 _‐

り
☆
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
子
ど
も
に
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
適
正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

●
・
　
☆
時
間
は
短
く
て
も
子
ど
も
と
の
対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

町
で
は
平
成
十
二
年
度
の
保
育
園
の
入
園
申
込
受
付
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

申
込
に
は
次
の
証
明
書
や
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
申
込
み
は
児
童

一
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
入
園
し
て
い
る
場
合
で
も
、
家
庭
内
状
況
申
立
書
が
必
要
で
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
園
申
込
が

で
き
る
の
は
？
　
　
入
園
申
込
に
必
要
な
書
類

入
園

（所
）
申
込
書
は
役
場
町
民

福
祉
課
窓
口

・
草
部
出
張
所

・
野
尻

出
張
所

・
各
保
育
園
で
受
け
取

っ
て

く
だ
さ
い
。
各
書
類
は
入
園
申
込
児

童

一
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

①
入
園

（所
）
申
込
書

児
童
の
家
庭
の
母
親
が
、
次
の
①

か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
入
園
申
込
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
要
件
に
該
当
し
て
い
て

も
、
母
親
以
外
の
人
が
申
込
児
童
の

家
庭
内
で
保
育
が
で
き
る
場
合
は
申

込
で
き
ま
せ
ん
。

■
児
童
の
母
親
が
家
庭
の
外
で
働
い

て
い
る
場
合

，
児
童
の
母
親
が
家
庭
で
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

，
児
童
の
母
親
が
―――
産
前
後
で
あ

つ

た
り
、
病
気
や
心
身
に
障
害
が
あ

っ

た
り
す
る
た
め
、
児
童
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合
ｃ

の
家
庭
に
病
人
や
心
身
に
障
害
が
あ

る
人
が
い
て
、
母
親
が
そ
の
介
護
に

あ
た

っ
て
い
る
場
合
。

０
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
で
家

を
失

っ
た
り
、
家
が
破
損
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
復
旧
期
間
、
保
台
が
で

き
な
い
場
合
。

②
家
庭
内
状
況
申
し
立
て
書

こ
の
書
類
は
各
ご
家
庭
の
家
族
全

員
に
つ
い
て

「
働

い
て
い
る
」
「
心

身
に
障
害
が
あ
る
」
「
心
身
に
障
害

が
あ
る
者
の
介
護

・
看
護
を
し
て
い

る
」
な
ど
の
理
由
で
、
人
園
申
込
を

行
う
児
童
を
日
中
に
面
倒
を
み
る
者

が
誰
も
居
ら
ず
、
家
庭
内
で
の
保
育

が
困
難
で
あ
る

（保
育
に
欠
け
る
）

と
い
う
こ
と
を
中
し
立
て
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
書
類
に
各
種
の

証
明
を
受
け
た
り
、
証
明
書
の
写
し

を
貼
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
こ
の
書
類
に
説
明

し
て
あ
り
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
担

当
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Q:毎朝何時頃起きますか ?
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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16%
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1% F」週6回

高
森
小
学
校
日
常
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

朝
か
ら
ご
飯
を
食
べ
な
い
と

脳
み
そ
は
ボ
ー
っ
と
し
ま
す

よ
く
貧
血
で
気
分
が
悪
く
な

っ
た

り
、
立

っ
て
い
る
と
顔
が
真

っ
青
に

な

っ
て
、
倒
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
日

に
し
ま
す
。

食
べ
な
い
理
由
は
と
い
う
と
、
時

間
が
な
い
と
か
、
食
欲
が
な
い
と
か

が
多
い
よ
う
で
す
。
朝
起
き
て
食
欲

が
な
い
の
は
、
胃
の
中
に
ま
だ
消
化

し
て
い
な
い
食
物
が
入

っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
、

そ
の
間
に
何
か
食

べ
て
い
ま
せ
ん

か
？
ど
う
し
て
ご
飯
を
食
べ
る
時
間

が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
睡
眠
時
間

は
十
分
と

っ
て
い
ま
す
か
？
十
分
な

睡
眠
時
間
と
は
ど
の
く
ら
い
か
知

っ

て
い
ま
す
か
？
夜
遅
く
ま
で
何
を
し

て
い
ま
す
か
？
朝
食
を
摂
ら
な
い
で

学
校
に
行
く
と
授
業
中
な
ん
だ
か
ボ

ー

っ
と
し
ま
せ
ん
か
？
脳
み
そ
も

エ

ネ
ル
ギ
ー
が
な

い
と
働
き
ま
せ
ん
。

又
、
噛
む
こ
と
で
脳
に
刺
激
を
与
え

活
発
に
な
り
ま
す
。

朝
の
ェ
ネ
ル
ギ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

朝
ご
は
ん
か
ら
摂
り
入
れ
ま
す
。
ボ

ー

っ
と
す
る
の
は
な
ぜ
だ
か
わ
か
り

ま
す
よ
ね
。

現
代
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
て
い
く
中
、
大
人
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
の
生
活
習
慣
も
よ
く
な
い
方

へ
と
、
変
化
し
て
い
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
高
森
小
学
校

で
は
、
独
自
の
調
査
で
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
が
、
他
の
子
ど
も

た
ち
の
実
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
し
っ
か

り
目
を
向
け
て
み
る
事
が
大
切
で
す

ね
。

Q:夕食を食べてから寝るまでに
なにか食べますか ?

食べない

(330%)

Q:夜何時頃寝ていますか ?
(%)
50

8,寺    9,寺     101寺     11[寺    121寺     11寺ときどき

“

7.0%)ヽ

●  ●

●  ●
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11時以降に寝る児童について (学年別 )
1年 生  0%
2年生 4%
3年生 6%
4年生 20%
5年生 37%(うち13%は 12時以降)
6年生 61&(うち34%は 12時以降)
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該当保育園 受付 日

1月 18日 (火 )

入
園
申
込
や
保
育
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

，
・
‐

町
民
福
祉
課

・
福
祉
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
１
）

栄養■0

いただきき～す
受付会場

高森 ・色見保 育 園 9口寺30分～ 15日寺 林業総合センター

草 部 保 育 園 月25日 (大 ) 10時   ～12時  1基 幹集落センタ
草 部 北 部 保 育 園 月25日 (火 ) 14口寺

10日寺

～16時  1草 部 北 部 保 育

~|
~~¬

園 |

1野 尻 保 育 園 月27日 (木 ) ～12時 1野 尻 出 張 所

15時  ～16時 1河 原 保 育 園
上記日程になるべく申込してください。 上記日程に申込できなかつた場合は、
1月 28日 (金)までに役場、福祉係にて入園申込を受け付けます。

(10)

もっこ食べたい !食物繊維
食物繊維が体の中に足りなくなるとどうなるのでしようか ?

まず、排便がうまくいかなくなり、お腹がはつて便秘になつて

しまいます。また、長い時間腸の中に使があると、腸の中の有

害物質も外に排泄されません。

かむ回数を増やしたり、腸内のそうじをしたり、便秘を解消

する働きのある食物繊維を毎日の食事で L手に取りましょう。

1日の食事にどれくらい必要なのでしようか ?

ごぼう
=本リンゴ
=個大豆大さじ2

切 り干し大根10g

ひじき5g

食物繊維は 1日で約20gが必要です。

1回の食事で約7g程度を摂ると

必要量を満たすことができます。

(11)

圧
一
一Ｌ
躙
‐‘

■
Ｌ

■
』

保育園 (所)入 園 (所)申込 受付日程

河 原 保 育 園 1月 27日 (木 )

簡単にできζ健康1的な
あさりの韓 ヌーノ

1人分の栄養価
エネルギー 50キロ賀
タンパク質  2.69
脂 質    1.19
塩 分    1.29

□材料 (6人分)
あさり員600g、 ネ

ギ24g、 ニンニク

ひとかけ、こま油

小 さ じ 2、 水
900CC、 コンソメ
の素1÷個、塩小さ
じ 1、

'酉

大さじ4

□作り方
①あさり貝を、き
れいに洗う。②鍋を熱し、こま油をなじませ、
ニンニクの薄切りを加えて香りよく炒め、水、
コンソメを加えて煮立て、あさり貝を加える。

③あさり貝の□が開いたら、)酉・塩で調味す
る。器に盛り、きざみネギを散らすと出来上

がり。

2000年世界農林業センサスのお知らせ

平成 12年 2月 1日現在で「2000年世界農林業センサス」が実施されます。
農林業センサスは我が国の農林業の実態を明らかにする最も基本的な調査です。

調査員がお持ちする調査票に農林業の経営状況などを記入していただきますの

で、農林業関係の皆様方のご理解、ご協力をお願いします。

―「応援しますふるさとづくり 世界農林業センサス」― 農林水産省・熊本県・高森町
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